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はじめに 

ソーラーシェアリング（営農型の太陽光発電）は農地の上部に太陽光パネルを設置し、農業を続けなが

ら発電する仕組みである。国が 2013 年度に法的な枠組みを整備してから導入件数は増え続けており、

2024 年度の累積導入件数は 6000 件を超えた。発電による収益は農業者の収入を支える手段になる。耕

作放棄地の再生や新たな農業者の参入も後押しする。 

太陽光パネルによる遮光は、作物の生育に影響を与える場合がある。作物は光を使って生育するため、

遮光が強すぎれば収量低下や品質低下につながりやすい。農林水産省が 2026 年 4 月に示した「望まし

い営農型太陽光発電」の考え方では、遮光率の扱いが焦点になっている。遮光率は農地を上から見たと

きに太陽光パネルが農地を覆う割合を示す指標である。同案では、作物や地域にかかわらず、遮光率を

一律に 30%未満とすることを求めている（図 1）。 

図 1◇農林水産省が求める「望ましい営農型太陽光発電」の形状・形態 

 

出典：農林水産省（2026）「望ましい営農型太陽光発電に関する検討会第 6 回資料 1」から抜粋、自然エネルギー財団赤線追加 

しかし、遮光率だけで営農の適否を判断することはできない。作物が必要とする日射量は、品目や品種

によって異なる。同じ遮光率であっても、パネルの配置や設備の形式によって農地に届く日射量は変わる。 

日本各地では、遮光率 30%以上でも収量や品質を確保している事例が数多くある。これらの事例では、

作物に合った設備を設計し、遮光した環境に適した栽培条件を整えている。遮光率の数値だけで営農の

適否を判断することの限界を示している。 

本報告書では、既存の研究と事例をもとに、太陽光パネルによる遮光が収量や品質にどのような影響

を与えるかを検証する。第 1 章では、遮光と生育の関係を整理し、営農の成否が遮光率だけでは決まらな

いことを示す。第 2 章では、遮光率 30%以上でも収量や品質を確保している各地の事例を取り上げ、作物

の特性に応じた設備設計と栽培方法を明らかにする。 
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第 1 章 遮光と生育のメカニズム 

太陽光パネルの遮光が作物にもたらす影響を考えるうえで、遮光率は重要な指標である。遮光率は設

備を真上から見たときに、設備の外周の面積に対して、太陽光パネルの面積が占める割合である（図 2）。

遮光率が高いほどパネルが農地を覆う割合が大きくなり、農地に届く日射量は少なくなる。 

ただし注意が必要だ。日光は真上からではなくて斜めの方向から農地に届く時間帯が長い。実際に日

光が農地に届かない時間帯の比率は、農地の上部から見た状態で計算した遮光率よりも低くなるケース

が一般的である。遮光率が 30%の場合には、日光が農地に届かない比率は 30%よりも低くなる。それを前

提に栽培方法を検討することが望ましい。 

図 2◇ソーラーシェアリングにおける遮光率の対象（青色の部分） 

 

出典：新エネルギー・産業技術総合開発機構「傾斜地設置型/営農型/水上設置型太陽光発電システムの設計・施工ガイドライン 
2024 年版技術資料：営農型太陽光発電システムの実態調査」（2024） 

作物の生育は光だけでなく、気温、土壌水分、品種、施肥、水管理など多様な要素が絡み合う。必要な

日射量は作物や品種によって異なる。強い日射を必要とする作物もあれば、半日陰で育ちやすい作物も

ある。同じ遮光率であっても、パネルの高さ、間隔、角度、方位によって、農地に届く日射量は変化する。

固定型、可動式、ハウス型など、設備の形式の違いによっても日射の入り方は異なる。 
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●遮光しても作物が育つ仕組み 

遮光と生育の関係を理解するうえで、植物の光合成の仕組みを押さえなければならない。植物は光を

使って生育に必要な養分を作る。ただし日射が強くなるほど光合成の働きが無限に増えていくわけではな

い。一定の水準を超えると光合成の増加は頭打ちになる。この水準を「光飽和点」という。水稲を例に挙げ

ると、光飽和点は約 4 万ルクス（光強度）である（図 3）。晴天時の直射日光はこれを大きく上回る場合が

ある。水稲に必要な日射量さえ確保できれば、遮光が生育不良につながるとは限らない。 

一方、光が少なすぎると、光合成で作る養分よりも消費する養分の方が多くなる。光合成による養分の

生産量と、呼吸による消費量が釣り合う光の強さを「光補償点」という。光補償点を下回る状態が続けば、

植物は生育不良を起こす。 

図 3◇水稲の光飽和点 

 

出典：田澤（2011）1をもとに自然エネルギー財団作成 

遮光の影響は単純に日射量の減少だけでは判断できない。強すぎる日射をやわらげれば、葉焼けや

高温、乾燥を抑えられる。光が不足すれば、生育の遅れや収量低下につながる。重要なのは、作物に必

要な日射量を保ちながら、過度な日射や乾燥を避ける設計である。 

既存の研究と実証試験から、遮光の影響を考える上で重要な 3 つの論点が見えてくる。第 1 に作物に

適した設備の設計、第 2 に遮光による土壌水分の蒸発抑制、第 3 に遮光率が 30%未満であっても生育不

良が起こる可能性があることだ。 
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●論点① 作物に適した遮光率 

ソーラーシェアリングを成功させる上で、作物に適した設備を設計することが重要である。この点を示す

研究として、合原ら2による水稲の実証がある。長野県上田市の水田で、太陽光パネルの遮光率や制御

方法を変えながら、発電と水稲栽培を両立できる条件を調べた。 

水稲は成熟期（穂が実って米粒が充実する時期）に十分な日射量を必要とする。一方、晴天時の強い

日射がすべて生育に使われるわけではない。光合成は一定以上の光を受けると頭打ちになる。どの程度

の光を水稲に与え、どの程度を発電に使えるかが実証の主な論点となった。合原らは 2016 年に、上田市

の水田に遮光率 33%の藤棚型（農地の上部に細長い太陽光パネルを棚状に配置）による設備を設置し、

水稲を栽培した。 

この実証では太陽の動きに合わせてパネルの角度を変えられる可動式を採用した。パネルは一定方

向の軸を中心に回転し、傾斜角度を変える仕組みである。農地に対して水平から垂直まで角度を変える

ことができる。パネルの角度はセンサーで測定した日射の強さにもとづいて自動で調整する。 

生育に必要な日射量と発電電力量を検証するために、パネルの制御方法が異なる 3 つの区画を設け

た。生育を優先する A 区画では、光飽和点に近い 4 万ルクスまではパネルを太陽光と平行にして水田に

日射を多く当て、4 万ルクスを超えると発電電力量が増えるようにパネルの角度を自動で調整する。日射

を一定に保つ B 区画では、農地に対してパネルを水平に固定する。発電を優先する C 区画では、発電電

力量を最大にするために、パネルが太陽光に対して直角になるように制御する。 

実証を始める前の時点では、発電を優先した C 区画で米の収量が最も少なくなると予想された。しかし

3 区画の収量に大きな差は見られなかった。実証に使用した圃場の中に対照区（パネルを設置していない

区画）があるが、それと比べて 3 区画の減収率は平均で 6.3%にとどまった。 

この結果を受けて合原らは、遮光率をさらに高めても水稲で一定の収量を得られる可能性があると考

えた。2017 年には C 区画を基準にして、パネルの設置面積と配置を変えることで、遮光率 33%、40%、50%

の 3 区画を設けた。遮光率が高い区画ほどパネルの配置が密になり、農地の日なたの幅は狭くなり、影

が大きくなる（写真 1）。遮光率はパネルを水平にした状態で計算した。 

太陽光パネルを設置していない対照区の単収は 10a（10 アール＝1000 平方メートル）あたり約 418kg

だった。これに対して遮光率 33%区の単収は 93%、40%区の単収は 83%だった（表 1）。一方、50%区の単収

は 64%にとどまり、品質も大きく低下した。 

農地法では適切な営農の継続を判断する目安として、地域の平均収量の 8 割以上を確保することが求

められている。上田市の実証では、遮光率 40%が水稲の収量を 8 割以上確保できる上限に近い条件だっ

たと考えられる。遮光率 50%では作物に届く日射量が不足し、収量と品質の低下をもたらした。 
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写真 1◇遮光率の異なる 3 区画：上 33%、中 40%、下 50% 

 

 

 

撮影：自然エネルギー財団 
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表 1◇対照区と 3 区画の収量比較 

区画 遮光率 単収（kg/10a） 対照区比 

対照区 0% 418kg 100% 

33%区 33% 387kg 93% 

40%区 40% 347kg 83% 

50%区 50% 268kg 64% 

山口県防府市にある山口県農林総合技術センターの研究は、作物ごとに適した遮光条件が異なること

を示している。山口県内で生産振興を進めるオリジナルリンドウ（県独自のブランドとして育成したリンドウ

の品種）と畑ワサビ（流水を使わず畑で栽培するワサビ）を対象に、太陽光パネルの下で栽培するソー

ラーシェアリングの可能性を調べた。 

オリジナルリンドウは遮光率 35%の太陽光パネルの下で栽培した。これまでの研究では、リンドウは一

定の遮光でも生育する可能性がある一方で、パネルの下でどのように生育するのか特性が十分にわかっ

ていなかった。オリジナルリンドウの複数の品種を対象に、欠株率（植えた株のうち枯死や未発芽で欠け

た割合）や収穫本数を調べた。 

オリジナルリンドウの中でも特に生育が早い極早生品種の「西京の初夏」では、太陽光パネルの遮光

が強い日射をやわらげ、枯れる株を少なくする効果があった（写真 2）。1 株から収穫できる花の本数も増

えた。10a あたりの収穫本数は、パネルを設置していない対照区の 9000 本に対し、遮光区では 3 倍の 2

万 6700 本に増えた（表 2）。その次に生育が早い品種の「西京の夏空」では、1 株あたりの収穫本数は対

照区と同程度だったが、欠株率が改善した。 

写真 2◇太陽光パネルの下でリンドウを栽培、右：花をつけ始めるリンドウ  

撮影：自然エネルギー財団 
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表 2◇品種と栽培条件ごとの収量比較 

品種 遮光率 
対照区の収穫本数 

（本/10a） 

遮光区の収穫本数 

（本/10a） 
対照区比 

西京の初夏 

（極早生品種） 
35% 9000 本 2 万 6700 本 約 297% 

西京の夏空 

（早生品種） 
35% 2 万 3300 本 2 万 8200 本 約 121% 

畑ワサビの栽培は遮光率 50%で実施した。畑ワサビはもともと、森の中の木の下のような日陰でも育つ

性質がある。遮光率 50%の区画と遮光なしの区画で収量を比べたところ、同等の収量を得られた。日陰で

も育ちやすい作物では、高い遮光率でも生育に必要な日射量を確保できることを示している。 

高知大学3の研究においても、作物によっては遮光率が高い状態で十分な収量を確保できることを実証

した。高知県四万十町の実証施設では、遮光率 70%の環境でハスイモを栽培した。ハスイモは高知県の

特産品であり、比較的弱い光でも育つ半陰性作物である。 

太陽光パネルの下の光量子量（植物が光合成に使う光の量）を測定したところ、パネル上部と比べて

20%から 30%程度の低い水準だった。光が大きく減る環境でも、ハスイモの収量は地域平均の 122%に達し

た。半日陰で育ちやすい作物であれば、パネルによる遮光の効果を活用できる。 
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●論点② 土壌水分の蒸発を抑制 

遮光は土壌中の水分の蒸発を抑える効果もある。作物に届く光を減らすのと同時に、地表面に当たる

直射日光も弱める。強い日射がやわらげば、土壌表面の乾燥は進みにくくなる。 

作物の生育には光だけでなく土壌の水分もかかわる。日射が強い環境では、土壌の表面から水分が

蒸発しやすい。土壌が乾燥すれば作物は根から水を吸収しにくくなる。葉のしおれや生育停滞が起こり、

収量や品質にも影響する。 

この点では中国東部の安徽省で実施した Omer ら4の研究が参考になる。太陽光パネルによる遮光が

土壌水分の蒸発に与える影響を調べた研究である。パネルを設置した区画と設置していない対照区を比

べ、土壌表面からの水分蒸発量を 45 日間測定した。累積蒸発量は対照区で約 80mm に対し、パネルを

設置した区画では約 50mm までの減少にとどまった（図 4）。遮光が光を減らすだけでなく、土壌の乾燥を

やわらげる方向に働くことを示している。 

図 4◇土壌表面の累積蒸発量 

 

出典：Omer ら（2022）をもとに自然エネルギー財団作成 
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●論点③ 遮光率 30%未満でも生育不良は起こる 

遮光率が 30%未満であっても、生育不良が起こる場合がある。遮光率が低いほうが作物への影響も小

さい、と考えるのは早計だ。気温や水温などの生育条件が変われば、遮光率が低い場合でも収量や品質

の低下につながることがある。 

この点を示すのが加藤ら5の研究である。茨城県筑西市の水田を対象に、太陽光パネルの遮光が日射

量や水温、収量、品質に与える影響を 6 年間かけて調べた。県内で広く栽培されている水稲品種「とちぎ

の星」と「あさひの夢」を対象にした。遮光率は 27%である。 

水稲は日射や水温の影響を受けやすい作物である。日射量だけでなく微気象（地上 100 メートル程度

までの気象）も生育にかかわる。太陽光パネルが水田を覆うと、地表や水面に届く日射が減る。水温や稲

の周囲の温度が変われば、生育の進み方も変化する。 

パネルの下の水稲の収量は、パネルのない水田と比べて平均 23%減少した（図 5）。主な要因として、低

水温による生育の遅れ、稲の穂数の減少、稔実歩合（実が入っている籾の割合）の低下を挙げている。 

図 5◇茨城県内の実験における水稲の収量 

 

ns は水田間で有意差がないこと、*** は 0.1%水準で統計的に有意であることを示す。 

カッコ内の数字は収量の相対値（%）。 

出典：農林水産省（2026）「望ましい営農型太陽光発電に関する検討会第 2 回資料 3」から抜粋 

品質面でも変化が見られた。パネルの下の水稲は、白未熟粒（成熟が十分に進まず一部または全体

が白く濁った米粒）が増加し、整粒歩合（形が整い品質のよい米粒の割合）が低下する傾向が見られた。

玄米中のタンパク質の含量やアミロースの含量も多くなった。これは食味の低下や食感の硬さにつながる

ことを意味する。 

遮光率が 30%未満であっても、水稲の収量や品質の低下が起こり得ることがわかる。ただし水稲の品種

によって生育に必要な日射量は異なり、比較的少ない日射量で生育する品種もある。同じ遮光率でも品

種によって収量や品質への影響は異なる。遮光の影響を受けにくい品種を選ぶことも重要だ。 
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第 2 章 遮光率 30%以上の事例に見る成功要因 

太陽光パネルで遮光した状態でも収量や品質を維持している事例は、日本各地で数多く見ることがで

きる。成功している取り組みには共通点がある。第 1 の要因は作物に合わせて設備を設計していることで

ある。パネルの設置形態には固定型、可動式、ハウス型などがあり、最適な遮光環境を作ることができる。 

第 2 の要因は遮光した状態でも作物が育つように栽培方法を工夫することである。遮光によって光が減

ると、生育速度や養分吸収に影響が出る場合がある。土壌改良、施肥、水管理、品種選定などを通じて、

作物が育ちやすい条件を整えることが重要だ。以下で取り上げる事例はいずれも、農地の一時転用許可

の要件である地域の平均単収の 8 割以上を確保している。 

●成功要因① 作物の特性に合わせて設備を設計 

■パネル固定型の設備 

ソーラーシェアリングでは、農地の上部に設置した架台に太陽光パネルを一定の角度で固定する方法

が多い。そのような設備ではパネルを設置した後に角度を変えることはできない。設計段階で農地に届く

日射量と作業空間を確保することが重要である。 

ソーラーシェアリングの設計・施工を手がける「アグリツリー」は、山口県下関市で水稲の栽培に取り組

んでいる。水稲は多くの日射を必要とする。日が当たらない時間が長く続くと、収量に影響する可能性が

ある。本事業ではソーラーシェアリング向けに開発された細型の両面受光パネルを使用している。パネル

の影が短い周期で移動するため、農地の同じ場所に影が長くとどまることがない。遮光率は全国各地の

事例を参考に 34%で設計した（写真 3）。 

写真 3◇細型パネルを遮光率 34%で水田に配置 

 

撮影：自然エネルギー財団 
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架台の高さは 3.35m と高めに設定して、太陽光が上からだけでなく横からも入りやすくした。パネルの下

でも水稲の生育に必要な日射量を確保できる。支柱の間隔を 4.5m と広くとることにより、農機具の走行を

妨げないようにしている。 

■パネル固定型（高遮光）の設備 

遮光率 40%以上の固定型設備では、遮光の目的が作物によって異なる。たとえば茶やコーヒーは日陰

で生育する性質があり、品質の向上に生かせる。エゴマやニラのような日なたでも育つ作物の場合には、

夏の過剰な日射を抑えることで、乾燥や葉の傷みを防げる。 

静岡県菊川市の「流通サービス」は碾茶（抹茶の原料になる茶葉）を栽培している。碾茶を加工した抹

茶は海外の需要が旺盛だ。抹茶の輸出価格の平均は 1kg あたり約 1 万円だが、同社は品質に応じて 1

万円から 5 万円で販売している。味や香りなどの品質の高さが消費者に評価されている。 

こうした品質の確保に太陽光パネルによる遮光が役立っている。茶は強い日射を受けると葉焼けを起

こし、品質が低下することがある。一方、日射を遮りすぎると、生育に必要な光が不足する。強い日射をや

わらげながら、茶の生育に必要な日射量を確保できる水準として、遮光率を 40%に設定している。 

通常の遮光に加えて、碾茶の栽培では収穫前の約 20 日間、遮光率 90%以上の白黒ネットで茶の木を

覆い、新芽に届く日射をさらに減らす（写真 4）。茶の木を適切な期間に被覆することで、茶の旨み成分で

あるアミノ酸が増え、渋み成分のカテキン類が減る。ソーラーシェアリングの架台は白黒ネットを取り付け

る棚としても利用できる。 

写真 4◇遮光網を架台に取り付けた碾茶の栽培 

 

撮影：自然エネルギー財団 
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太陽光パネルは霜の防止効果もある。茶畑では春先の低温時に放射冷却（晴れた夜間に地表の熱が

逃げて冷え込む現象）によって霜が発生すると、新芽が傷むおそれがある。パネルが茶畑の上部を覆うこ

とで、地表面から熱が逃げるのを抑え、霜の発生を防ぐことができる。 

ソーラーシェアリングでコーヒーを有機栽培する沖縄県名護市の「Ripple 沖縄」は、沖縄特有の強い日

射と風雨からコーヒーの木を守るため、遮光率 51%の設備を採用している（写真 5）。コーヒーは強い直射

日光を避けた半日陰で生育しやすい。コーヒー栽培の専門家の意見を参考に、日射の約半分を遮る水準

に設定した。 

通常の露地栽培では、強い日射によって土壌が乾燥し、苗木が枯れることがある。パネルの下では土

壌の水分が保たれ、露地栽培と比べて苗木の成長が速く、葉も大きく育つ。パネルが激しい雨を直接受け

止めるため、実の落下、雨による葉や実の損傷も抑えられる。 

収穫した豆の大きさ、形、つやなどが良く、高い評価を受けている。沖縄産のコーヒーは希少性が高く、

市場価格は 100g あたり 6000 円程度になる。Ripple 沖縄では遮光や風雨対策による品質の維持に加え、

ソーラーシェアリングで有機栽培している点も評価されて、100g あたり 1 万 2000 円で販売している。 

写真 5◇太陽光パネルの下でコーヒーを栽培 

 

撮影：自然エネルギー財団 

日なたで育つ作物でも、夏の過剰な日射を遮ることで収量や商品価値を高めることができる。福島県二

本松市の「二本松営農ソーラー」は、遮光率 44%の太陽光パネルの下でエゴマ（シソ科の作物）を有機栽

培している（写真 6）。有機栽培では化学肥料や農薬に頼らずに作物を育てるため、土壌の状態や水分の

管理が収量に大きく影響する。 
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遮光による土壌水分の維持とこまめな雑草処理を組み合わせて、高い遮光率でも地域平均を上回る収

量を得られる。2025 年度の収量は 10a あたり 83kg で、地域平均（43.5kg）の 2 倍に達した。遮光の効果が

収量の増加に表れている。 

写真 6◇遮光率 44%でエゴマを栽培 

 

撮影：自然エネルギー財団 

愛知県豊川市の「アグリガスコム」は、遮光率 50%でニラを栽培している。太陽光パネルは千鳥格子状

に配置した（写真 7）。藤棚式のようにパネルを一直線に並べる方法と比べると、影の位置が分散するた

め、農地全体の光のむらを抑えられる。一部の株だけが強い日射を受けて葉が傷むこともなく、逆に光が

不足することも防げる。収穫したニラは外観や重量などの点で評価が高く、市内のスーパーマーケットや

餃子メーカーへ継続的に出荷している。 

写真 7◇左：パネルを千鳥格子状に配置、右：農地に落ちる格子状の影 

撮影：自然エネルギー財団 
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■パネル可動式の設備 

可動式の太陽光パネルでは、作物の生育段階に応じてパネルの角度を変えて、農地に届く日射量を調

整できる。水稲のように生育段階によって必要な日射量が変わる作物では、この特徴を生かせる。 

山形県米沢市の「みつばち発電所」は、可動式パネルの下で水稲を栽培している。栽培品種は山形県

のブランド米「はえぬき」である。2019 年の初収穫から 2025 年まで、地域の平均収量の約 9 割を毎年維

持しており、品質も最高等級の 1 等米である。 

収量と品質を維持するため、水稲の生育段階に合わせてパネルの角度を調整している。遮光率は 18%

から 34%の範囲で調整できる。田植えを開始する 5 月中旬から 7 月下旬まではパネルの角度を 30 度に

設定し、遮光率を 34%にする（写真 8）。この期間は成熟期ほどの日射量を必要としないため、パネルの角

度を小さくして発電電力量を高める。 

7 月下旬から 9 月下旬の成熟期はパネル角度を 70 度まで引き上げ、遮光率を 18%に下げる（写真 8）。

光合成によって作った養分を穂に蓄える時期に、農地に届く日射量を増やすことで米の収量と品質を確

保する。9 月下旬に成熟が終わると、パネルの角度を再び 30 度に戻して発電電力量を高める。 

写真 8◇左：遮光率 34%、右：遮光率 18% 

左：自然エネルギー財団、右：みつばち発電所 

可動式のメリットはパネル角度の制御だけではない。架台の構造そのものを工夫し、農地に届く日射と

農作業に必要な空間を確保している事例もある。 

長野県上田市で水稲を栽培する「ガリレオ」は、角度を自動で変えられる可動式パネルを採用している。

パネルの横に光を感知するセンサーが付いていて、太陽の動きに合わせて角度を自動的に変更できる。

稲が日射を必要とする日中（午前中から午後の早い時間帯）は水田に落ちる影を最小にする角度になり、

それ以外の時間帯は発電電力量を最大化する角度になる（写真 9）。水平から垂直に近い状態まで角度

を変えられる。遮光率はパネルを水平にした状態で算出すると 33%である。 
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一般的な藤棚型の設備では、支柱や架台が農作業の妨げになる場合がある。ガリレオが採用する T字

型の架台では、1 本の支柱の上に横方向の架台を設け、その上にパネルを配置する。支柱の数を抑えら

れるため、農地の作業空間を広くとりやすい。苗を植える際や収穫時には、パネルと架台を T 字（水平）に

保つことで、農機具の運転に必要な空間を十分に確保できる。 

写真 9◇左：16 時ごろの西日を受ける太陽光パネル、右：パネルを水平に調節 

  

撮影：自然エネルギー財団 

■ハウス型の設備 

岡山県玉野市の「ネクストイノベーション」は、ハウス型の設備で、いちじくと原木椎茸を栽培している。

ハウスの屋根は片側に太陽光パネルを設置し、もう一方をビニールで覆う仕組みだ。両者の幅の比率を

変えることで、作物に応じた遮光率を設定できる。いちじくを栽培するハウスでは、パネルの 2 倍以上の幅

のビニール屋根を組み合わせ、遮光率を 30%としている。原木椎茸を栽培するハウスでは、パネルとビ

ニール屋根を同じ幅で配置し、遮光率を 50%にする（写真 10）。 

写真 10◇左：遮光率 30%（いちじく）、右：遮光率 50%（原木椎茸） 

出典：ネクストイノベーション 

いちじくの生育には一定の日射を必要とするため、遮光率 30%のハウスで栽培する（写真 10）。ハウス

の内部では、ビニール屋根側から光が入る場所と、太陽光パネルの下の日陰が時間帯によって変わる。

ハウス内のどの場所でも、1 日のうちに光が当たる時間帯が十分にあり、必要な日射量を確保できる。 
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日陰を好む特性がある原木椎茸は遮光率 50%のハウスで栽培する。原木椎茸は強い日射に弱く、風に

さらされると変形する場合がある。雨に直接当たると品質が落ち、形、色、肉厚などの商品価値に影響す

る。遮光率 50%のハウスで栽培することで、強い日射や風雨の影響を抑え、品質が安定する。品質の高さ

が評価されて、自社ブランドの「マルハチ椎茸」として市場価格を上回る単価で販売している。 

ハウス型の設備を採用したことで、2025 年度の 10a あたりの収穫量は、いちじくが 1300kg、原木椎茸が

1500kg で、いずれも地域平均と同等の水準に達している。 

以上の事例は、遮光率だけではなく、作物の特性に応じた設備の設計が重要であることを示している。

各プロジェクトの概要を表 3 にまとめた。 

 

表 3◇代表的なプロジェクトの概要 

事業者名 都道府県 作物 設置方法 遮光率 
架台 

高さ 

支柱 

間隔 

設備容量 
（直流） 

アグリツリー 山口県 水稲 固定型 34% 3.35m 4.5m 79kW 

流通サービス 静岡県 茶 
固定型 

（高遮光） 
40% 4m 4m 80kW 

Ripple 沖縄 沖縄県 コーヒー 
固定型 

（高遮光） 
51% 2.2m 

縦 3.1m 

横 2.6m 
616kW 

二本松営農 

ソーラー 
福島県 エゴマ 

固定型 

（高遮光） 
44% 2.3m 2.4m 3902kW 

アグリガスコム 愛知県 ニラ 
固定型 

（高遮光） 
50% 2.6m 4.2～4.4m 2200kW 

みつばち発電所 山形県 水稲 可動式 34% 3m 
縦 5m 

横 4m 
181kW 

ガリレオ 長野県 水稲 可動式 33% 3m 7m 100kW 

ネクスト 

イノベーション 
岡山県 

いちじく・ 

原木椎茸 
ハウス型 30%・50% 3.4m 

東西 3.4m 

南北 3.2m 

89kW・ 

79kW 
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●成功要因② 遮光を生かせる栽培条件を整える 

作物の生育は日射量だけで決まるわけではない。太陽光パネルの下では、通常の栽培と比べて日射

量や日陰の時間が変わるため、生育速度や養分吸収のタイミングが変化する場合がある。遮光した状態

で収量や品質を確保するには、土壌、施肥、水管理、雑草管理、品種選定などの栽培条件を整えること

が欠かせない。 

栃木県芳賀郡の「グリーンシステムコーポレーション」は、遮光率 33%のパネルの下で大豆を有機栽培

している（写真 11）。2025 年の収量は 10a あたり約 200kg で、地域平均 168kg を大きく上回った。 

写真 11◇収穫前の大豆畑 

 

出典：グリーンシステムコーポレーション 

十分な成果を出せている要因は、徹底した土壌分析と施肥設計である。同じ地域であっても、土壌の性

質は農地ごとに異なる。同社は 1 つの農地あたり 5 カ所で土壌を採取して、成分分析器でデータを測定す

る。専用のソフトで土壌の性質を解析し、農地ごとに適した肥料の種類、量、時期を設計している。 

土壌分析を重視するようになった背景には、初期の苦戦がある。2020 年に初めてソーラーシェアリング

に取り組んだ当初は、最適な肥料の量や頻度がわからなかった。初年度の収量は地域平均を下回った。

2 年目から、肥料をまく量やタイミング、雑草を処理した日時など、日々の農作業を細かく記録した。農地

ごとの土壌の状態に合わせて管理方法を見直すことで、収量を徐々に高めていった。 

収穫後の休耕期間も土づくりに充てている。大豆は 7 月に種をまき、約 5 カ月の生育期間を経て 12 月

に収穫する。その後の半年間は休耕し、菌を土壌にまいたり、雑草や害虫を処理したりする。次の作付け

に向けて土壌中の微生物環境を整え、病害虫の発生を抑えるためである。 

千葉県匝瑳市の農地でソーラーシェアリングに取り組む「市民エネルギーちば」は、遮光率 33%の太陽

光パネルの下で、大豆を有機栽培している。山林を造成した農地のため、水がたまりやすく、大豆の根が

傷みやすいことが課題だった。 
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解決策として、農地を耕さない不耕起栽培に加えて、農地の周囲に側溝を設けた（写真 12）。不耕起に

よって土壌中の根や作物の残さを残し、土壌の構造と保水性を維持する一方、余分な水は側溝から排出

する。水が滞留しない状態を作ることで、大豆の根が育ちやすい環境を整えた。2025 年の大豆の収量は

10a あたり 106kg で、地域平均 86kg を上回った。品質は最高評価の 1 等級である。 

写真 12◇農地の周囲に掘った側溝 

 

撮影：自然エネルギー財団 

長野県南牧村の「野辺山営農ソーラー」は、太陽光パネルの下でホウレンソウを栽培している。農地が

ある野辺山高原は標高 1400m の冷涼な地域で、ホウレンソウ栽培に適している。ただし近年は夏場の日

射が強くなり、局地的な豪雨も増えてきた。ホウレンソウは葉を青果として販売するため、葉焼けや病害が

起きると商品価値が下がってしまう。 

遮光率 38%の太陽光パネルの下に、雨よけのハウスを設置し、強い日射と降雨の両方から葉を守る

（写真 13）。ハウスの屋根は透明ビニールではなく、光を拡散する散乱光フィルムを採用した。ハウス内の

ホウレンソウの株に光を均等に届けることで、パネルの影による明暗差を小さくし、生育むらを抑える。 

写真 13◇太陽光パネルの下に設置した雨よけハウス 

 

撮影：自然エネルギー財団 
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ホウレンソウの品種は生育の遅い晩生品種「サマーヒット」を選んだ。遮光した状態ではホウレンソウの

茎や葉が細長くなり、株の重量が低下する場合がある。サマーヒットは生育が緩やかで、栽培期間を長く

必要とするため、葉が厚く重量のある株に育つ。 

この農地は営農を開始する前は遊休農地だった。遊休農地では長く作付けされていない間に土壌の状

態が変化している場合がある。ホウレンソウを栽培するには、まず土壌の状態を把握する必要があった。

営農を始める前の土壌分析では、pH が弱酸性の 5.5 であることがわかった。ホウレンソウ栽培に必要な

pH は、中性に近い 6.5 が目安とされる。 

ホウレンソウの栽培に適した土壌づくりのために、酸性を中和する石灰肥料を多く投入した。根の張り

を良くするため、牛ふん堆肥や魚介堆肥も使っている。根の張りが良くなれば、作物は土壌中の水分や養

分を吸収しやすくなる。こうした土壌改良により、葉が厚く重量のある株が育つ。 

以上の事例では、遮光の影響を抑えるために、栽培方法などを工夫している。各プロジェクトの設備の

概要を表 4 にまとめた。 

 

表 4◇代表的なプロジェクトの概要 

事業者名 都道府県 作物 
設置 
方法 

遮光率 
架台 
高さ 

支柱 
間隔 

設備容量 
（直流） 

グリーンシステム

コーポレーション 
栃木県 大豆 固定型 33% 3.84m 5m 90kW 

市民エネルギー

ちば 
千葉県 大豆 固定型 33% 3.3m 4.2m 2703kW 

野辺山      

営農ソーラー 
長野県 ホウレンソウ 固定型 38% 5m 5.6m 1612kW 
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おわりに：望ましい制度に向けて 

各地の事例や実証研究は、遮光率だけでは営農の適否を判断できないことを示している。重要なのは、

遮光率そのものではなく、地域の気象条件、作物の特性、設備設計、栽培方法など、作物が育つ環境を

考慮することである。そのためには過去の実績を参照できる仕組みが必要になる。 

同じ遮光率であっても、地域や作物、設備の形式が異なれば、収量や品質は変わる。地域・作物ごとの

実績データを整理することで、類似の事例をもとに適切な方法を採用しやすくなる。以上の点から、国や

自治体がソーラーシェアリングの発展に向けて実施すべき重要なことが 2 つある。 

第 1 に、農林水産省が検討している遮光率 30%未満の基準を見直すべきである。遮光率は作物への影

響を考えるうえで重要な指標だが、それだけで営農の適否を判断することはできない。 

遮光率 30%以上でも、地域の単収の 8 割以上を確保している事例は数多くある。いずれも作物の特性

に合わせた設備設計や栽培管理によって成果をあげている。作物によっては高い遮光率で葉焼けや土

壌水分の乾燥を抑えることができる。遮光率だけで一律に不適切とみなしてしまうと、優良な取り組みの

普及を妨げてしまう。 

遮光率が 30%未満であっても、収量や品質に影響が出る場合がある。太陽光パネルの配置、架台の高

さ、作物の栽培管理が適切でなければ、十分な収量や品質は得られない。遮光率は条件の 1 つとして扱

い、地域、作物、設備設計、栽培方法と合わせて総合的に判断する必要がある。 

第 2 に、地域・作物ごとの実績データを集約して、事業者が活用できるようにする。作物ごとに必要な日

射量は異なる。品種、気象条件、土壌、栽培方法によって生育への影響は変わる。条件が近い地域や品

種の実績データと比較できるようになれば、事業者がソーラーシェアリングを成功させる確率は高まる。農

地の一時転用許可を審査する自治体の農業委員会も案件の適性を判断しやすくなる。 

データベースの元となる情報は、すでに農林水産省や自治体、農業委員会が保有している。加えて

ソーラーシェアリングの事業者が農業委員会に毎年提出する年次報告書の情報も有益である。年次報告

書には、作物の種類、収量や営農状況など、実用的な情報が含まれている。 

これらの情報は一般に公開されておらず、地域や作物ごとに参照できる形に整理されていない。年次

報告書の情報を集約し、個人情報や機密情報を保護した状態でデータベースを構築すれば、ソーラー

シェアリングの発展に大きく貢献する。 

地域・作物ごとの実績データは、不適切な設備設計や、営農継続の見通しが不十分な案件を見極める

上でも役立つ。それと同時に、作物の特性に合った設備設計と栽培管理で成果をあげている事例を排除

しないための仕組みでもある。こうした施策を実施することで、不適切な案件を防ぎながら、地域に根ざし

た優良なソーラーシェアリングの事例を全国各地に広げることができる。耕作放棄地や遊休農地を減らし

て日本の農業の活性化につながる。 
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